第２５回（２０１２年度）反核平和の火リレーマニュアル（諸準備・手配）

1． リレーの日程とコース　

（１）期　間　２０１２年７月１７日（火）出発　～　

８月５日（日）札幌集約集会、８月６日（月）要請行動
（２）コース　

全体の日程は別紙のとおり道内を大きく３コースに分けて走ることとなります。

　　　細かい日程の調整（午前・午後など）は、各ブロック内で協議し、北海道実行委員会
（事務局・根本　ＴＥＬ011-231-2931／FAX231-2729／携帯090-3391-1895）に連絡ください。
２．運動課題　

（1） ヒロシマ・ナガサキの被爆の実相に触れ、すべての核兵器・核実験の廃絶をめざす。

（2） 普天間基地撤去、新基地建設反対、全国の米軍基地縮小撤去を訴える。

（3） 幌延への核持込反対、泊原発再稼働反対を訴える。　
（4） 福島第一原発事故の実態を学び、全国の原発再稼動反対・廃炉を訴える。

（5） 各自治体における「非核・平和宣言」の採択と平和行政の推進を図る。

（6） 非核三原則のさらなる徹底と、原発の海外輸出反対を訴える。
（7） 平和憲法の理念を学習し、憲法改悪反対を訴える。

（８） 事前学習会や夕べ等で学習強化を図る。
３．組織上の準備

【ブロック実行委員会として】

（1） リレー行動に向けた組織体制づくり

1 　各ブロックで実行委員会を結成する（平和運動フォーラムを中心に、各単産代表者、各地区を代表する単産代表者と団体で構成する）。
実行団体の構成―――北海道は、運動の趣旨に賛同する産別青年部・社青同・Ｉ女性会議が構成団体であり、北海道平和運動フォーラムに後援をいただいています。また、地区連合青年委員会での取り組みを追求する。（基本組織や北電労組への配慮必要）
2 　地域段階でも北海道実行委員会に準じながら、地域の条件の中でさまざまに工夫し、広範な体制を作ってください。北海道実行委員会から提起した日程表をもとに、ブロック内の日程を作成し各地区へ周知する。リレー行動の各地区の行程を把握し、日程などの調整を図る。
【地区実行委員会として】

（１）リレー行動に向けた組織体制づくり

（2） 実行委員会を平和運動フォーラム、団体代表者会議を経て確立する（青年組織の無い地区は単組代表者と団体で構成する）。ブロックから提起される各地区の行程に沿って区間を設定し、ランナーを募集する。

（3） リレー行動に向けた学習会、集会の設定

1 参加体制づくりに向けた会議、学習会の開催。※内容は行動の意義（反核平和運動の強化）や課題と情勢などについて。

2 北海道実行委員会で斡旋しているリレーリーフなどを活用してください。北海道実行委員会で若干ビデオなどを持っています。希望があれば貸し出しますので活用して下さい。

3 事前学習会の開催（リレー運動の意義を学習）。ランナーの顔合わせや、激励、諸注意などを行う場として①②を兼ねてもかまいませんので開催してください。講師派遣は北海道実行委員会に問い合わせてください。
※ブロックで開催できるところはブロックでの開催も追求して下さい。

4 教宣活動

【単産・単組として】

（1） 単産からの指示文書と意思統一（地区実行委員会への参加と行動への参加）。

（2） 各事業所・職場前でのリレーへの激励、声援の取り組み。

（3） 職場学習会の開催。

（4） 教宣活動。
※特に自治労は自治体要請行動の段取り、庁舎前集会の対応、「非核都市宣言」「憲法改悪反対」の「決議」「意見書」等の議会対応等における自治労単組基本組織への協力要請も必要となります。

４．具体的な実務上の準備　

（１）リレーコースの区間、引き継ぎ地点（他地区との）と時間の設定

1 北海道実行委員会の行程表や昨年を参考にし、各ブロック内で細部にわたる区間調整（１区間の距離と所要時間、中継地点の確認と場所の確保、走行条件～交通量とランナー数）を行うこと。　
※子どもたちを走らせるための小さな区間を設定している地区もあります。

2 ブロックとブロックの中継（引き継ぎ）は各ブロックが責任を持って行います。

3 ブロック内の市町村の中継はそれぞれの地区が責任を持ち、ブロックの責任者も同行します。事前に各地区との窓口（担当者）を明確にすること。その際行程表などに区間の担当者の氏名を記入するとともに、担当者一覧表を各地区に配布すると便利です。

4 北海道実行委員会への集約、報告も合わせてお願いします。

※ブロックの実行委員会が結成されないところは、ブロックの代表者と地区の代表者で相談し進めることとします。

（２）通過する市町村については役場・自治体庁舎前等を中継点として、自治体要請行動・引き継ぎ集会を設定し各地区での行動の盛り上げ、集約的な位置付けをしながら、地元の党、議員、平和運動フォーラム、団体からの激励・連帯のあいさつ、決意表明などを盛り込んでくさい。
条件のあるところは自治体理事者（政党、平和運動フォーラム、自治労からの協力が不可欠）にも出席してもらい、あいさつをもらいます。

リレー運動のスローガンは「語りつごう！走り続けよう！」であり、幌延をスタートした平和の火を走りつなげていくことで、全道の仲間で取り組んでいる一体感が生まれます。自分の地区のリレーが終わると隣町まで行って次の町に火を引き継ぐことが定着化してきています。今年も全道でこの「火をつなぐ」取り組みの実施を追求します。具体的には以下のとおりです。
【各地区での到着集会（地区引き継ぎ集会）】の開催

　

Ａ町のリレーが終了。

　　　　　↓

　Ｂ町で到着集会（役場前など）を実施。

　　第１区間を到着集会場の前に設定し、Ａ町のランナーが走ってきてＢ町の到着集会に集まった仲間で火を迎い入れる。　　＊ランナーを出せない団体・労組にも集会参加を呼びかける。

　

＜到着集会の例＞　＊名称は「出発集会」又は「到着・出発集会」でも可

　　

ただいまＡ町の仲間が平和の火をＢ町に走りつないでくれました。これから到着集会を行います。

　　　①地区実行委員長あいさつ（または北海道実行委員会あいさつ）

　　　　リレー運動の意義等を説明。集まった仲間にビラ配布。事前にマスコミへ取材要請。

②来賓あいさつ（首長・議員・フォーラム議長など）

　　　③自治体要請

④Ｂ町ランナー紹介

　　　⑤Ｂ町ランナー決意表明（火を引き継ぐ前にＡ町のランナーからひと言もらっている地区も有り）

　　　⑥平和の火を引き継ぐ（Ａ町のトーチからＢ町のトーチへ）

　　　⑦Ｂ町のリレー出発

　　　　　↓

　　Ｃ町へ向けて走り出しＢ町のリレー区間終了。
　　　　　↓

Ｃ町で到着集会（役場など）を実施。

　　　以下同様。

　　なお、自治体への宣言や平和行政を要請する際に討論を要する場合は、事前に実施することとします（リレーを取り組む２時間前に実行委員会が要請している地区もあります。また、地区実行委員が少ない地区は自治労と連携しリレー当日ではなく事前に行っています）。
【反核平和の夕べ】の開催

　｢火｣を泊める地区は反核平和の火を迎える際の「反核平和の夕べ」の開催準備が必要です。

内容は画一ではありませんが、核の問題や被爆、日本の侵略戦争などのビデオ上映、反核・反戦、平和問題についての講演、ランナー紹介・感想などをこれまで各地区で行ってきています。

 また、多くの住民に私たちの取り組みを知っていただくために、「反核平和の夕べ」開催会場近辺に独自ビラを作成・配布し、一般住民も参加して「反核平和の夕べ」を開催している地区もあります。

５．『自治体宣言』と平和行政推進への取り組み

（１）意義～課題や情勢を学び、リレー運動を通じてアピールすることと同時に具体的に平和な社会と地域をつくるためにも、自ら生活する自治体から変えさせることを目的とします。
（２）進め方～行政や議会との関係から青年段階だけの取り組みでは難しいため、平和運動フォーラムや政党、議員からの働きかけが必要となります。したがって、こうした取り組みを行うことを基本組織へ相談（要請）しなくてはなりません。そのためにもまず、青年段階（実行委員会）で「やろう」という意思統一が必要です。

（３）実際のリレー行動との関連から（各地区の取り組みの経験から）

1 リレー前段に基本組織と相談し、市町村理事者や議会へ話を通してもらい、事前に要請行動（実行委員会として）を行います。事前に要請行動が行われれば、庁舎前集会の時に回答をもらうということもできます。

2 あるいは庁舎前集会の時に要請文を手渡して、後日回答をもらうという方法もあります。

3 宣言採択を実現させることを目的にすることから、リレー行動とはリンクさせずに、例えば９月・１２月議会に向けてどういうことを準備するのかなどの検討を行い、仕切り直して準備することも必要です。（議会対策だけでなく、大衆運動で住民の意思を反映させるために署名を取り組み、要請行動を行って宣言を採択させている地区もあります）

また、この間宣言採択は行ったものの、宣言の採択だけで終わっている自治体がほとんどとなっています。小学生の平和学習としての広島県への派遣など具体的行動をとっている自治体もあることから、宣言採択自治体においても具体的な行動を要請します。

4 道実行委員会としての統一の要請書については後段に、掲載してありますが、地域ごとの課題を付加して要請行動を行うよう、実行委員会内で議論をお願いします。

5 いずれにしても、リレー運動（集会）へは理事者・議会から参加する（させる）ための要請は必ず行って下さい。　－　別紙①
　　　　※北海道実行委員長印がある要請書を希望する地区はご連絡ください。
６．リレーの形態と地区での準備　

（1） リレー自体はタスキを掛け、トーチを持って走ります。ランナーは１区間複数の人数が望ましいです。トーチは先頭を走る人（一人もしくは二人）が持ちます。（タスキは１～２本あります。）
（2） 形態は中継地点への連絡車→伴走車→ランナー→街宣車となります。
＊伴走車（ランナーの前を走る車）は低い車体にしてください（前からランナーが見えないため）。

（3） リレーに必要な準備物について各地区で用意できないものは北海道実行委員会に問い合わせ下さい。
　【北海道実行委員会】

　　★北海道実行委員の配置

　　　Ａコース及びＢコースに配置します。（未配置となる地区もありますので、詳細は「北海道実行委員会配置」を参照願います）
　　★トーチ　各コース１～２本を予定　
※管内の枝線でさらに必要なブロックは北海道実行委員会に連絡ください。　

　　★ランプ（種火）　各コースに２つずつ。　　

　　★カイロ　　　　　　〃　　に２個ずつ。　　

　　★タスキ　各コースに１～２本（ただし枝線に分かれる地区は一本になる可能性があります）

★街宣車　北海道実行委員会の街宣車は、Ａ・Ｂコースのみの配置となります。
（Ｃコースの北網・十勝・釧根はお手数ですが自前で用意願います）

　　★傷害保険の加入　　北海道実行委員会で一括加入しますがランナー走行中のみの保険です。

　　★街宣用のカセットテープ　ＢＧＭとアナウンスの入ったテープをコース毎に送ります。

　　★ビラ　　到着集会参加者や夕べ参加者へ配布してください。　　　
　【ブロック・地区実行委員会】

　　★街宣車　Ｃコースは自前でお願いします。
　　　　　　　このブロックはブロック間の引き継ぎの時に、宣伝車も交替します。

　　　        またこれ以外のコースでも枝線で分かれる行程を組む際には、ブロック自前の確保が必要です。

　　　  　　　街宣車の看板は、下記を参考に作成してください。

　　　＊文字の色（北海道実行委員会の街宣車）

　　　　　第２５回反核平和の火リレー　→　赤

　　　　　その他　→　濃紺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

側面（歩道側）
	原発の再稼動反対／すべての原発を廃炉へ／普天間基地撤去、新基地建設反対


変えようエネルギー政策　／　7月17日幌延スタート→8月5日札幌ゴール


側面（車道側）

	すべての自治体で非核平和宣言の採択と平和行政の推進を／平和憲法を活かそう

変えようエネルギー政策　／　7月17日幌延スタート→8月5日札幌ゴール


前面・後面

	
変えようエネルギー政策



★アナウンス　街宣用テープは宣伝カーに乗せますが、ランナー走行中は、ランナーへの激励、

                住民へのアピールを考えると、極力肉声の方が臨機応変に対応できます。

　　★写真班　　　北海道実行委員会でも撮りますが、各地区でもお願いします。
      ★記録班　　　区間数、ランナー数、自治体庁舎前集会の参加者数、来賓者、「夕べ」の参加者数、走行距離など記録し、地区・ブロックで集約のうえ北海道実行委員会に報告していただきます。

★アピール　　走る時間帯と区間を記載した独自ビラを作成・配布し、多くの住民に沿道に出てきてもらってアピールしている地区もあります。
★その他　　　走っている際に、繁華街等でチラシ配布を併せて行っている地区や、
　　　　　　　小旗を作成しリレーコース沿道の住民に配布している地区もあります。
７．警察との対応（道路使用許可申請）

（１）道路許可申請は各ブロック・地区で担当警察署へ出発の１週間前までに行ってください。その際に各地区の中継点・引き継ぎ場所（自治体庁舎前）と日時を記入した地図が必要となります。 

1 町の全体図－出発地点から（終了）地点までを道順に沿って線を引いたもの。

2 コースの詳細図－全体図に沿って、出発地点からそれぞれの引き継ぎ地点を記載したもの。

3 リレーの概要－どんなスタイルで取り組むのか

4 また、各地区の枝線を走る場合や市街地のデモ等は、それぞれが許可申請を行うことになります。必要なものは出発地点と終了地点、中継地点の略図です。

5 なお、各警察署で対応が異なります。北海道実行委員会として全道で同様の取り組みをしていることから、Ａコーススタート地点の天塩警察署で許可された申請書の写しを用意します。自分の地区以外のこと（車体等の全道統一の事項）については、「天塩警察署で許可を受けている」旨、申請書の写しを提出することとしますので、希望する地区は北海道実行委員会へ連絡ください。
また、街宣車の車検証の写しを希望する地区も連絡ください。
８．自治体、マスコミ(記者会見･取材)への要請

（1） ひな型は北海道実行委員会で作ります。（自治体要請－前出 別紙① 　マスコミ対策－ 別紙② ）

（2） 要請行動は実行委員会・党・平和運動フォーラム・自治労等との共同で行ってください。

（3） 要請はリレーの前段に行い、その報告を庁舎前集会で行ってください。（自治労からの協力は不可欠です）

（4） 要請内容

1 「非核・平和自治体宣言」「平和行政の充実」「憲法改悪反対」等

2 「リレー行動に対する協力」

（５）合わせてリレーの前段の取り組み、当日を含めて地域のマスコミ対策（取材要請）を行ってください。（取り組みの概要、特徴を入れること）

９．ランナー募集

（1） 各地区で最終的に確定した区間表、時間帯に基づきランナー数を確定し（１区間複数が望ましい）、協力要請してください（単組、団体、市民レベルで）。チラシ等の新聞折り込みや事前の戸別配布を行なっている地区もあります。

（2） 各地区のランナー数を把握し、氏名、年齢、性別、所属を書き込める「ランナー申し込み用紙」でつかんでおくこと（その一覧表がチェック用紙になります）。

１０．安全面の確保
（１）街宣車には常時２人体制で乗車すること

（２）街宣車には車内積載物（消化器、トーチ、ベンジン、ランタン等の位置を固定）の配置図を掲示し、火災が生じないよう安全対策を徹底する。
１１．財政について

（1） 必要経費（会場費、車両の運行、食費）は各実行委員会で用意することになります。その際、各地区での負担の調整も必要になります。そのために予算立てと財政づくりが必要です。以下の物資販売からも財政は作れます。
（2） 北海道実行委員会としての財政確立に向けた物販活動について。

1 リレーリーフ（注文受付次第、随時発送します）

　　　　　タイトル　「ヒロシマ・ナガサキの心を！」
　　　　　体　　裁　　Ａ５版　２０Ｐ

　　　　　頒　　価　　２５０円（北海道実行委員会への上納２００円）
2 Ｔシャツ（注文受付次第、随時発送します）＊サイズはフリーサイズです。
　　　　　頒　　価　１，５００円（北海道実行委員会への上納１，４００円）
＊今年はビックサイズ（大きい人のため）を７０着とミニサイズ（子供や女性のため）を５０着用意しました。各地区実行委員やランナーで、フリーサイズが合わなくて着られない仲間へ斡旋してください。
なお、代金はフリーサイズと同様に１，５００円（上納１，４００円）です。数に限りがありますので、必要な地区・労組青年部は早急に事務局まで注文してください。

リーフ・Ｔシャツともに別紙申し込み書で、７月６日（金）までに注文願います。
※物販代金の納入先
［北海道労働金庫・道庁支店（普通）３４９５７２１　反核平和の火リレー実行委員会］

１２．事前学習及び夕べの際のビデオリストについて

日本青年学生平和友好祭実行委員会（日実委）、北海道実行委員会、北教組が所有しているビデオリストを添付しましたので（別紙③）、学習会や「夕べ」の際に使用する場合は、北海道実行委員会まで連絡願います。
※不明な点・注文・申し込み等については、
反核平和の火リレー北海道実行委員会・事務局　根本へお願いします。

（札幌市中央区北４条西６丁目北４条ビル社会文化会館内
 　　　　　　　　　　　　　　　　℡011-231-2931、FAX011-231-2729、携帯090-3391-1895）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　以　上

別紙①　　　　

＜非核自治体宣言に向けた具体的な取り組み及び要請書（宣言書）＞　　　　

各地区実行委員会で意志統一し、非核自治体宣言を議会に採択させる取り組みを進める。

＊非核自治体宣言の要請は「①行政から議会に提出」と「②議員から議会に提出」の二通りあります。

①行政から提出

　・別紙要請書を自治労と相談し、首長あてに提出する。

　　＊地区実行委員会で自治労基本組織と協議する。

②議員から提出

・別紙要請書を地区連合又は地区平和運動フォーラムと相談し、組織内議員に提出する。

　　＊地区実行委員会で地区連合又は地区平和運動フォーラムと協議する。

＊どちらのやり方がいいかは、自治労基本組織・地区連合・地区平和運動フォーラムと相談して、宣言を採択しやすい方で取り組んで下さい。

＊この取り組みは反核平和の火リレー運動期間だけで終わる取り組みではありませんので、９月議会や１２月議会を意識して取り組んで下さい。

＜要請書（宣言未採択自治体）＞

様
「非核平和自治体宣言」と平和行政の推進に関する要請書

　日ごろから住民が安心して生活できる自治体づくりへの努力に対し心から敬意を表します。

　さて、東日本大震災による福島第一原発事故から一年以上が経過しましたが、未だ収束の目処が立たず、近隣住民は避難生活を強いられ、不安を抱いたままの生活を余儀なくされています。普天間飛行場移設問題については、住民世論を無視し、新基地を名護市辺野古に設置するという政府方針が堅持されています。

　道内では、幌延町への「深地層研究所」の受け入れを知事が容認したことにより、深地層研究計画に基づきボーリング調査が進められています。核抜きの担保は未だ不十分な状況であり、近隣町村からも最終処分場になるのではという不安の声も出ています。あわせて、泊原発３号機のプルサーマル計画も進められていますが、福島第一原発事故を受け、次々と危険な体制が明らかとなっています。さらに、日米軍事強化によるＦ１５戦闘機訓練が千歳基地へ移転されました。
　これら多くの問題が住民・自治体の犠牲の元に成り立ち、そこで暮らす住民・自治体だけの問題とされています。

このような情勢の中、私たちは反核・平和運動を一層強め、全ての原発の廃炉・エネルギー政策の転換をはじめ、安心して暮らせる社会の実現へ向け、今年も「反核平和の火リレー」を取り組みます。

1980年代初めに世界的な反核運動の高揚の中で被爆地ヒロシマの青年が始めたこの取り組みは全国に広がり､ 北海道でも各位のご理解とご協力の下、今年で25回目を迎えることとなりました。私たちはこの運動を通じて、ヒロシマ・ナガサキの惨禍を語り継ぎ、全世界からの核兵器の廃絶をめざして、世論の喚起と各自治体の「非核平和宣言」と平和行政の推進を求め続けてきました。

　つきましては、貴職におかれても、この反核平和の火リレー運動の趣旨をご理解いただき、以下の点について検討・実施されるよう要請いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

1． 福島第一原発事故の早期収束とエネルギー政策の転換を政府・道に要請いただきたい。
2． 核兵器廃絶と戦争のない平和な社会を築くために「非核平和自治体宣言」を行っていただきたい。

３．泊原発の再稼動反対、幌延への核持込反対の意思を明らかにしていただきたい。　

４．
５．　　　　　各地区実行委員会で議論いただき、独自の要請項目を付加
６．
７．反核平和の火リレーの到着（庁舎前）集会に出席し、激励のごあいさつをいただきたい。
２０１２年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反核平和の火リレー北海道実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　　　牧野　長武
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反核平和の火リレー　　　地区実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　　　　　　　　　　　　　
＜要請書（宣言採択自治体）＞

様
平和行政の推進に関する要請書

　日ごろから住民が安心して生活できる自治体づくりへの努力に対し心から敬意を表します。

　さて、東日本大震災による福島第一原発事故から一年以上が経過しましたが、未だ収束の目処が立たず、近隣住民は避難生活を強いられ、不安を抱いたままの生活を余儀なくされています。普天間飛行場移設問題については、住民世論を無視し、新基地を名護市辺野古に設置するという政府方針が堅持されています。

　道内では、幌延町への「深地層研究所」の受け入れを知事が容認したことにより、深地層研究計画に基づきボーリング調査が進められています。核抜きの担保は未だ不十分な状況であり、近隣町村からも最終処分場になるのではという不安の声も出ています。あわせて、泊原発３号機のプルサーマル計画も進められていますが、福島第一原発事故を受け、次々と危険な体制が明らかとなっています。さらに、日米軍事強化によるＦ１５戦闘機訓練が千歳基地へ移転されました。

　これら多くの問題が住民・自治体の犠牲の元に成り立ち、そこで暮らす住民・自治体だけの問題とされています。

このような情勢の中、私たちは反核・平和運動を一層強め、全ての原発の廃炉・エネルギー政策の転換をはじめ、安心して暮らせる社会の実現へ向け、今年も「反核平和の火リレー」を取り組みます。

1980年代初めに世界的な反核運動の高揚の中で被爆地ヒロシマの青年が始めたこの取り組みは全国に広がり､ 北海道でも各位のご理解とご協力の下、今年で25回目を迎えることとなりました。私たちはこの運動を通じて、ヒロシマ・ナガサキの惨禍を語り継ぎ、全世界からの核兵器の廃絶をめざして、世論の喚起と各自治体の「非核平和宣言」と平和行政の推進を求め続けてきました。

　つきましては、貴職におかれても、この反核平和の火リレー運動の趣旨をご理解いただき、以下の点について検討・実施されるよう要請いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．福島第一原発事故の早期収束とエネルギー政策の転換を政府・道に要請いただきたい。

２．ヒロシマ・ナガサキの被爆の実相やオキナワの史実、日本の侵略戦争の実態などを住民・子供たちに　　伝えることをはじめとした、自治体として具体的な平和行政の推進を図っていただきたい。また、「国旗・国歌法」の教育現場への強制などに対し反対していただきたい。
３．泊原発の再稼動反対、幌延への核持込反対の意思を明らかにしていただきたい。　

４．

５．　　　　　各地区実行委員会で議論いただき、独自の要請項目を付加

６．
７．反核平和の火リレーの到着（庁舎前）集会に出席し、激励のごあいさつをいただきたい。
２０１２年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反核平和の火リレー北海道実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　　　牧野　長武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反核平和の火リレー　　　地区実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　　　　　　　　　　　　　

＜非核平和の町宣言（案）＞

非核平和の町宣言（案）

　

世界の恒久平和と安全は人類の共通の願いであり、私たちに課せられた最優先課題であります。　

　核兵器が世界の平和と人類の生存に脅威を与えつつある今日、私たちは非核平和の実現をめざし、核兵器の廃絶を強く訴えるものであります。

　（各町の山・海・川などを記載する。例・大雪山を仰ぎ豊かな石狩川の）自然に恵まれ生成発展の歴史に輝く緑のまちを子々孫々に継承することは、町民の願いであります。

　私たち○○町民は、国是とされる非核三原則と世界平和の達成を願い、明るく住みよい町民生活を守る決意を表明し、ここに「非核平和の町」を宣言します。

２０１２年　　月　　日
別紙②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　２０１２年７月

報道機関各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反核平和の火リレー実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　　牧野　長武
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(自治労北海道本部青年部長)

　

『第２５回反核平和の火リレー』のご案内

　日ごろから社会の事実を正確に報道し、民主主義と道民生活の発展・向上に向けてご活躍されていることに心から敬意を表します。

　日ごろから住民が安心して生活できる自治体づくりへの努力に対し心から敬意を表します。

　さて、東日本大震災による福島第一原発事故から一年以上が経過しましたが、未だ収束の目処が立たず、近隣住民は避難生活を強いられ、不安を抱いたままの生活を余儀なくされています。普天間飛行場移設問題については、住民世論を無視し、新基地を名護市辺野古に設置するという政府方針が堅持されています。

　道内では、幌延町への「深地層研究所」の受け入れを知事が容認したことにより、深地層研究計画に基づきボーリング調査が進められています。核抜きの担保は未だ不十分な状況であり、近隣町村からも最終処分場になるのではという不安の声も出ています。あわせて、泊原発３号機のプルサーマル計画も進められていますが、福島第一原発事故を受け、次々と危険な体制が明らかとなっています。さらに、日米軍事強化によるＦ１５戦闘機訓練が千歳基地へ移転されました。

　これら多くの問題が住民・自治体の犠牲の元に成り立ち、そこで暮らす住民・自治体だけの問題とされています。

このような情勢の中、私たちは反核・平和運動を一層強め、全ての原発の廃炉・エネルギー政策の転換をはじめ、安心して暮らせる社会の実現へ向け、今年も「反核平和の火リレー」を取り組みます。

1980年代初めに世界的な反核運動の高揚の中で被爆地ヒロシマの青年が始めたこの取り組みは全国に広がり､ 北海道でも各位のご理解とご協力の下、今年で25回目を迎えることとなりました。私たちはこの運動を通じて、ヒロシマ・ナガサキの惨禍を語り継ぎ、全世界からの核兵器の廃絶をめざして、世論の喚起と各自治体の「非核平和宣言」と平和行政の推進を求め続けてきました。

つきましては、例年、取材・報道をいただいておりますが、今年も特段の取り組みについてよろしくご協力のほど、お願い致します。

＊詳細記載は裏面です。
記

１．取り組みの趣旨

（１）運動の目的と課題

　　①ヒロシマ・ナガサキの被爆の実相に触れ、すべての核兵器・核実験の廃絶をめざす。

　　②泊原発３号機のプルサーマル計画に反対し、幌延への核持込を許さない。

　　③福島第一原発事故の実態を学び、全国の原発の廃炉をめざす。

④千歳基地へのＦ１５戦闘機訓練に反対する。
⑤各自治体における「非核・平和宣言」の採択と平和行政の推進をはかる。

⑥普天間基地撤去・新基地建設反対、全国の米軍基地縮小撤去を訴え、日米安保体制の強化反対・憲法改悪反対など道民世論を強める。
（２）運動の概要

①“ヒロシマの心”“核兵器廃絶”の象徴である広島の「平和祈念公園」に燃え続ける“平和の火”を採火し、トーチに掲げて各自治体をランナーが走りつなぎ、上記課題を道民にアピールし、広範な道民世論を作る。

②このリレー行動とあわせて、各自治体に「非核平和宣言」の制定と平和行政の推進を要請する。

③各地で「反核平和の夕べ」などの学習会を開催して、平和を巡る情勢や課題を青年女性で学び合う。

２．取り組みの要綱

（１）期間とコース

    ①期　間　　２０１２年７月１７日（火）出発　～

８月５日（日）札幌集約、８月６日（月）北海道・北海道電力へ要請行動
    ②コース　　出発は幌延町、集約は札幌で、別紙のとおり全道３コースに分かれる
（２）問い合わせ先

（担当者氏名・電話番号を記載）までお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
別紙③

反戦･反核関係ビデオリスト
(北海道実行委員会事務局所有のものです)

①『沖縄戦　未来への証言』(３２分)

日本で唯一の地上戦が行われた沖縄ではいかに悲惨な光景が展開されたのか。ワンフィート運動からの映像を元に事実が伝わります。日本本土の捨て石にされた沖縄と何も罪もない多くの人々が死んでいく戦争と現在の基地問題などを考えさせられます。

②『証言一侵略戦争』(４３分)

中国への侵略の際に、なにが行われたのか。３人の実際の衝撃的な証言と資料を元に日本の加害の事実と同じ過ちを繰り返してはならないという強い信念が伝わってくるビデオ。日の丸・君が代間題やこれから私たちがどう｢平和｣を築いていくのかを考えさせられます。

③『証言―中国人強制連行』（４３分）
　１９４２年秋、東条内閣は中国人の強制連行を閣議決定。主に中国の華北地方で行われた強制連行作戦によって、およそ４万人の人々が家族と引き裂かれ、日本各地１３５の事業所に連行され、過酷な労働と残虐で７千人近い死者が出た事実を体験者が語ります。

④『揺れる大地』（３３分）
米海兵隊実弾砲撃演習の移転候補地を取材したビデオです。米海兵隊実弾砲撃演習での騒音の大きさと、北海道矢臼別で酪農を営む人々の苦悩が描かれています。

反戦･反核関係ＤＶＤリスト
　　　　　　　　　　　　　　　(北海道実行委員会事務局所有のものです)

①『９１１ボーイングを捜せ』(７８分)

２００１年９月１１日に起きた米国同時多発テロ。その内の一機がペンタゴン（国防総省）に突っ込み炎上したが、ボーイング７５７型機の残骸が全く見あたらなかった。ニュース映像や市販のＤＶＤから調査した結果、次々に不可解な事実が浮かび上がった。

②第２０回反核平和の火リレーＡコース（２枚組・各２時間）

　第２０回反核平和の火リレーＡコースを収録。７月３０日に幌延をスタートし８月１５日の札幌ゴールまで、各地の取り組みを見ることが出来ます。Ａコース全部を収録したため各２時間となっていますが、チャプターが付いているので見たい地区だけを見ることも出来ます。特に、増毛地区と函館地区の取り組みは必見です。
③網走地区反核平和の火リレー（６３分）
　網走地区における第２３・２４回反核平和の火リレーの記録映像。実行委員をはじめ、各参加者が楽しくリレー運動を取り組んでいる姿が印象的。火の引き継ぎや自治体要請の様子も収録されており、全道総括会議でも大反響の話題作。
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